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テーマA： 「増殖シグナルを標的とした革新的がん治療法探索・開発」  
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24) 中村 真也：相同性の高いタンパク質に対する同一化合物の結様式差の要因検討. 第三回ケモインフォマティクス若

手の会（東京）2015.10. 
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(6)-新規ネオリグナン成分の化学構造-．日本生薬学会第 62 回年会（岐阜）2015.9. 
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58) * Kitagawa N., Ninomiya K., Okugawa S., Lee I., Yoshikawa M., Muraoka O., Morikawa T.：Flavonol glycosides from 
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64) *奥川修平、二宮清文、北川仁一朗、中西勇介、吉川雅之、村岡 修、森川敏生：ロウバイカ (Chimonanthus praecox，

花蕾部) のメラニン産生抑制成分の定量分析．第 32 回和漢医薬学会大会（富山）2015.8. 
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含有サポニンのヒト消化管由来癌細胞に対する細胞増殖抑制活性．第 32 回和漢医薬学会大会（富山）2015.8. 
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69) *萬瀬貴昭、二宮清文、西 亮介、橋本佳典、萬瀬貴昭、亀井惟頼、Chaipech Saowanee，早川堯夫、村岡 修、森川
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症性サイトカイン TNF-alpha の感受性低減作用．第 32 回和漢医薬学会大会（富山）2015.8. 
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の機能性成分（４）-新規ネオリグナン成分の化学構造およびメラニン産生抑制作用-．年会（神戸）2015.3.プレス向け

ハイライトに選出  
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心的役割を果たす. 第 65 回日本薬学会近畿支部総会・大会（大阪）2015.10. 

10) *木野稔己、椿正寛、武田朋也、小川直希、石坂敏彦、西田升三：Dimethyl fumarate による NF-kappaB 阻害を介し

たアポトーシス誘導効果. 第 74 回日本癌学会学術総会（名古屋）2015.10. 

11) *西田升三、椿正寛、武田朋也、眞下恵次、藤原大一朗、阪口勝彦：Survivin の発現増加が多発性骨髄腫における
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12) *武田朋也、椿正寛、木野稔己、眞下恵次、藤原大一朗、阪口勝彦、西田升三：Bisphosphonates 及び statins による
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14) *木野稔己、椿正寛、武田朋也、藤田亜梨沙、中橋拓也、小川直希、山添譲、石坂敏彦、西田升三：Dimethyl 

fumarate による NF-kappaB 阻害を介したアポトーシス誘導効果. 第 19 回日本がん分子標的治療学会（松山）2015.6. 

15) *中橋拓也、椿正寛、武田朋也、藤田亜梨沙、木野稔己、眞下恵次、藤原大一郎、山添譲、阪口勝彦、西田升三：
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17) *武田朋也、椿正寛、藤田亜梨沙、木野稔己、中橋拓也、眞下恵次、藤原大一郎、山添譲、阪口勝彦、西田升三： 

Bisphosphonates 及び statins による骨髄腫での MIP-1α分泌抑制効果-ドラッグリポジショニングによる骨破壊因子抑
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18) *冨田詩織、式見志勇、関口富美子、坪田真帆、川畑篤史：神経障害性疼痛モデル動物の後根神経節における

Cav3.2 T 型カルシウムチャネルの発現誘導メカニズムの解析．痛み研究会 2015（岡崎）2015.12. 

19) *入江悠平、坪田真帆、関口富美子、石倉宏恭、西堀正洋、川畑篤史：マクロファージ由来 high mobility group box 1

はセルレイン誘起急性膵炎およびサブスタンス P 誘起間質性膀胱炎/膀胱痛症候群モデルにおける内臓痛に関与す

る．痛み研究会 2015（岡崎）2015.12. 

20) *堂本莉紗、山岨大智、山西広樹、関口富美子、坪田真帆、西堀正洋、川畑篤史．マクロファージ由来 high mobility 

group box 1 はマウスにおける lipopolysaccharide 誘起炎症性痛覚過敏及び抗癌剤 paclitaxel 誘起神経障害性疼痛に

関与する．第 128 回日本薬理学会近畿部会（豊中）2015.11. 

21) *入江悠平、前田真理子、久保理沙、坪田真帆、関口富美子、石倉宏恭、西堀正洋、川畑篤史：High mobility group 

box 1 は substance P 誘起膀胱痛症候群モデルマウスにおける関連痛覚過敏の発現・維持に関与する．第 128 回日本

薬理学会近畿部会（豊中）2015.11. 

22) *尾崎友香、松岡順紀、坪田真帆、冨田詩織、関口富美子、南武志、川畑篤史：Cyclophosphamide 誘起膀胱炎マウス

における膀胱痛は亜鉛欠乏により増強される：T 型 Ca2+チャネルの関与について．第 128 回日本薬理学会近畿部会

（豊中）2015.11. 

23) *大野菫、山岡桜、関口富美子、市井真貴、藤田友代、出口貴浩、坪田真帆、西川浩之、吉田繁、村田和也、松田秀
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